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本邦初、排出量取引付 
コミットメントファシリティ設定について 

 

建機レンタルのカナモト（代表取締役社長：金本 寛中 本社：札幌市）は、環境配慮型経営の一環として、本邦初と

なる排出量取引付のシンジケーション形式コミットメントファシリティ（限度額内で自由に借り入れができる融資枠）を

設定することを決定しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

1. 排出量取引付シンジケーション形式のコミットメントファシリティ設定理由 
 
環境配慮型経営の更なる施策として、新たな社会貢献の実施 

当社は地球環境への配慮という企業としての「社会的責任」を果たすため、従来から排ガス・騒音等
の公害対策への資産シフトを進めてきました。現在では保有するレンタル建機のうち、公害規制をクリ
アした最新の環境対応型機械の比率は 99％に達しています。こうした中で、更なる環境配慮型経営の実
施に向け、新たに社会貢献の一環として、排出量取引付のシンジケーション形式のコミットメントファ
シリティを設定しました。 
具体的には、当社、三菱東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ証券との間で地球温暖化に代表される環境問題

への対策に貢献できる仕組みとして排出量取引を付随した資金調達スキームです。当社と三菱東京ＵＦ
Ｊ銀行が資金を拠出し、三菱ＵＦＪ証券を通じて排出権を取得し、当該排出権を日本国政府に無償譲渡
償却します。 

本商品の取り組みは、同業者間のみならず、本邦において初めての取組みとなります。 
 

安定的且つ機動的な資金調達枠の確保 
当社の主力事業（建機レンタル事業）には、多大な設備投資が必要となるため、フロー型事業を営む

大概の企業と比較すると有利子負債が大きくなる傾向があります。因って、短期運転資金については、
極力有利子負債を抑えつつ安定的・機動的な資金調達枠を確保することが必要であるとの観点から、又、
M&A等の企業買収で必要となる資金のタイムリーな調達手法として、当該ファシリティを採用するもの
であります。 

 
2. コミットメントファシリティ設定の詳細 

 
融資枠設定金額：３０億円 
契 約 調 印 日：２００９年３月２６日 
契 約 期 間：３６４日間 
アレンジャー等：リードアレンジャー 

 
ジョイントアレンジャー
リードマネージャー 

････
 
････
････

三菱東京ＵＦＪ銀行・三菱ＵＦＪ信託銀行・ 
みずほコーポレート銀行 
三井住友銀行 
北洋銀行・農林中央金庫 

エージェント：三菱東京ＵＦＪ銀行 
シンジケート団：三菱東京ＵＦＪ銀行・三菱ＵＦＪ信託銀行、みずほコーポレート銀行、三井住友銀行、

北洋銀行、農林中央金庫、北海道信用農業協同組合連合会、信金中央金庫、住友信託
銀行、第四銀行、七十七銀行 

以上 


